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38 Gangyo-ji Temple  Momoyama Period  Nara Pref. Yoshinogun Shimoichimachi  電話：0747－52－2344 

 

沿革 後醍醐天皇が１３３６年に吉野に逃れた。そのとき覚如上人の息子の在覚が同行しこの地に住した。その後本願寺蓮

如上人が吉野を訪ねた折に、在覚の旧跡を訪ね、堂宇を建て、願行寺とした。願行寺は大和、摂津、近江に７７ヵ寺を末寺

とし大いに栄えた。 

庭園  当寺は蓮如に関わる寺なので、寺号に示されているように｢阿弥陀浄土に行くことを願う」ことがテーマだ。即ち

「二河白道」であろう。このテーマを素直に受け止めれば、炎、水に象徴される人間の欲から救われるためには、一途に阿

弥陀如来にすがるしかない。となると、正面奥のすっきりした石は阿弥陀如来で、右側の立石は揺らぐ炎を象徴し、左側に

架かった橋は水を象徴し、中央手前の石組は小船を表し、栗石は娑婆の海を象徴しているのだろうか。 

 

解釈によっては左の洞窟状の石組は亀の「蔡華」、画面中央の三つの石組は火炎、小舟、水（波浪）になり、中央奥に立っている

石は阿弥陀三尊石（今は二つしかないが）で右端の立石はお釈迦様か。なお、鶴亀阿弥陀三尊の譬えとするならば、左端が亀、右

端が鶴の羽根といえ、奥中央と、画面中央は二河白道と同じ譬えになる。 

写真右端の赤い石は「韋堤希（いだいけ）婦人」に代表される人間の救済だ。この赤い小石こそがこの庭の要とも云えるか。 
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究極の三尊石の造形か。本来三石による石組みが標準であるが、この石は端正な姿である事から、省略に省略を重ねた結果とも

思われる。抽象化の極みだろうか。 

やや左側から見た全景。洞窟状の石組は何を象徴しているのであろうか。 

 


